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【ねらいと目的】（600 字程度） 

  

 メディアに現れる「親密圏と公共圏の再編成」に関わるアジア諸国のテレビ広告におけるジ

ェンダー役割・家族像・外国イメージの国際比較研究と題した本プロジェクトは、アジア諸社

会のテレビ広告に現れる文化価値観の内容分析を中心とした国際比較を通じて、社会と広告の

相互関係の解明をめざすものである。具体的には、日本・中国・韓国・台湾・シンガポール・

タイのアジア６ヵ国のテレビ広告をとりあげる。こうした急速に変容する現在のアジア諸社会

とメディアに現れる広告イメージという、一般市民にとってもきわめて身近なものである。し

たがって、多くの人にアジアのメディアにおける「親密圏と公共圏」を知ってもらうため、本

申請の目標は、一般読者でも読めるような書籍『アジア広告の社会学』という新たな研究分野

の書籍を出版することである。 

【活動の記録】 

研究会・ワークショップの場合は、開催年月日、報告者と報告題等 

調査の場合は、調査年月日、調査者、調査地、調査目的等 

その他の活動も含めて、研究期間中の活動について簡潔に記してください。 

 

2012 年 5 月 3 日：受入教員との打合せ 
2012 年 5 月 4 日：流通科学大学で開催された日本広告学会 2011 学会年度第 5 回関西部会を参

加し、研究発表（タイのテレビ広告におけるジェンダー役割の変容）や意見交換を行った。 
2012 年 11 月 17 日～18 日：駒澤大学で開催された日本広告学会第 43 回全国大会を参加し、「ア

ジアのテレビ広告におけるジェンダー役割の国際比較―日本・中国・台湾・韓国・タイ・シンガ

ポール」の個人報告を発表した。また、出版に関するテーマの研究発表や意見交換を行った。 
2012 年 22 日から 2013 年 1 月 7 日まで韓国の Incheon 大学とタイの Thammasat 大学で共同

研究者と打合せし、広告サンプルのデータ収集を行った。 
 



【成果の概要】（800 字程度） 

 

本書のデータは、３つに分けられる。①次世代研究「アジアのテレビ広告における家族

像」（2008 年の 2,423 本のテレビ広告のデータ）、②博士論文「テレビ広告における文化価

値観」（2003 年から 2006 年の 1,737 本のテレビ広告のデータ＆過去の日本とタイのデー

タ）、③科学研究費補助金（若手研究 B）「アジアのテレビ広告におけるジェンダー役割・

家族像・外国イメージの国際比較研究」（2011 年・2012 年・2013 年の６カ国の広告のデー

タ＆過去の中国の広告データ）である。 

以上のように、新たな 2011 年・2012 年・2013 年のデータ分析・考察を踏まえ、今まで

掲載された論文をまとめ、書籍を実現したいと考えている。 

また、2012 年度において、日本広告学会 2011 学会年度第 5 回関西部会や日本広告学会

第 43 回全国大会を参加し、出版に関するテーマの研究発表や意見交換を行った。そして、

韓国の Incheon 大学とタイの Thammasat 大学で共同研究者と打合せし、広告サンプルの

データ収集を行った。 

さらに、本研究の知見は、従来あまり検討されてこなかったアジア広告の社会学に関する

比較研究に貢献する。そして、現代広告に現れる文化のあり方は社会や文化を反映している

ため、アジアにおけるジェンダー・家族・外交などの政策の分野にも貢献できると考えられ

る。また、本研究では、すでに協力関係にある海外協力者との連携を一層強めることによ

り、〈アジア広告の社会学〉のネットワーク形成にも貢献できるだろう。 

 

写真 1：日本広告学会第 43 回全国大会の報告 写真 2：韓国の Incheon 大学の風景 



【通信欄】 

 



様式 2 

最終成果報告書（ワーキングペーパー）のホームページ公開に関する許諾書 

 

 研究成果タイトル 

 

  アジア広告の社会学                          

 

  

グローバル COE プログラム「親密圏と公共圏の再編成をめざすアジア拠点」に提出する上

記の最終研究成果報告書（ワーキングペーパー）の PDF ファイルを同プログラムのホーム

ページに公開することについて、下記のように返答します。 

 

      2013 年 1 月 31 日 

                最終研究成果報告書（ワーキングペーパー） 

の執筆者全員のお名前（自署捺印） 

 

 

 

 

  記 

 

 

□ 許諾する。 

 

■ 部分的に許諾する。 

   許諾する部分を具体的にご記入ください。 

 完了報告書 

 

□ 下記の理由により許諾しない。 

   □調査対象者の個人情報保護のため 

   □その他 （具体的に理由をご記入ください） 

 将来の書籍出版するため 

 

 


